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
目 的 

これまでの催眠感受性の研究では，人格特性（斎藤 ）
やパーソナリティ（玉瀬・池田 ），催眠態度や催眠状

態期待（清水 ）との関連が検討されてきた。斎藤（
）は，テストや日常の催眠様行動に関する質問紙（
   ）を用いて催眠感受性との関連を検討した結

果，テストで測定できるいくつかのパーソナリティ特性

との間に，また催眠様行動に関する質問紙との間にそれぞれ

有意な相関を見出した。玉瀬・池田（）は，性や知能，

テスト，顕在性不安検査（），パーソナリティ・イ

ンベントリーと催眠感受性との間の関連について検討した。

その結果，テストとの関連について，男性は支配性との

間に，女性は支配性と非協調性との間にそれぞれ有意な相関

が認められた。全体的には社会的外向・支配性・攻撃性・非

協調性および神経質との関連が示唆された。またパーソナリ

ティ・インベントリーでは，高感受性群の方が低感受性群よ

りもヒステリー気質得点が有意に高いことが報告された。清

水（）は，催眠状態期待質問紙や催眠態度尺度を用いて

検討し，催眠態度が肯定的であれば催眠感受性得点が高くな

ることを見出した。また催眠態度と主体性喪失期待の有意な

交互作用を見出し，主体性喪失期待が低い場合に催眠に対す

る態度が肯定的な方が，催眠感受性得点が高くなるという結

果を得た。
しかしながら，これまでの先行研究から催眠感受性は正規

分布しないことが知られており，その規定因についてはいま

だに解明されていないことが多い。そこで，本研究では催眠

感受性と関係があると考えられるパーソナリティ特性以外の

要因を探索的に検討した。
方 法 

対象者：歳から歳までの名（平均年齢：歳，
，男性：名，女性：名）に協力を得た。
実施期間：年月から月までの間に実施した。
使用尺度：事前質問票（催眠状態イメージ質問紙，催眠態度

尺度（清水 ））と事後質問票（特性的自己効力感尺度

（成田他 ），対人依存欲求尺度（竹澤・小玉 ），

解離性体験尺度Ⅱ（田辺・小川 ），多次元共感性尺

度（鈴木・木野 ））を用いた。
実施方法：実験対象者に事前質問票を実施した後，スタンフ

ォード催眠感受性スケール（   ）
の日本語版（斎藤 ）を第二発表者の指導の下で実施し












た。そして，催眠実験終了後に事後質問票を実施した。
結 果 

まず，スタンフォード催眠感受性スケールの度数分布を

 に示した。これを見ると，催眠感受性には  点のピー

ク値が存在しているように見受けられる。
次に，スタンフォード催眠感受性スケールと全ての尺度得

点の相関分析を行った結果を  に示した。催眠感受性

と自己効力感には正の相関がみられた（，）が，

他の尺度得点については，催眠態度や潜在能力解放期待を除

いて，有意な相関はみられなかった。
考 察 

本研究の目的は，催眠感受性について，反応の特徴やその

規定因を探索的に検討することであった。その結果，催眠感

受性と自己効力感が関連することが分かった。それ以外につ

いては，目立った関連性を確認できなかった。しかし，

 より，催眠感受性分布のピーク値が  点存在すること

から，今回直接的に相関のあった自己効力感以外にも，複数

の要因の交絡があると思われる。 

本研究では，あくまで各尺度得点間の単純相関を検討した

だけであり，それ以上のことについては言及できない。今後

は催眠感受性と関連が予測される要因同士の交互作用の検討

を行い，催眠感受性分布の規定因を探索する必要があるだろ

う。 
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**：1%水準で有意（両側） *：5%水準で有意（両側）

 催眠感受性と各因子の相関係数

催眠感受性 .025 .241 ** .209 * .204 * -.011 -.061 .047 .049 .024 -.001 .107 -.163
主体性喪失 .502 ** .144 .021 .155 .071 .119 .165 .165 .235 ** -.021 -.115

潜在能力解放 .348 ** .365 ** .039 .020 -.046 .021 .226 * .315 ** .153 -.242 **
催眠態度 .201 * -.030 -.134 .054 -.065 -.005 .194 * .024 -.054

自己効力感 .098 -.179 * -.243 ** -.377 ** .359 ** -.071 .502 ** -.330 **
情緒的依存欲求 .622 ** .161 .325 ** .156 .229 * -.035 .182 *
道具的依存欲求 .141 .225 * .058 .088 -.118 .274 **

解離体験 .150 -.160 .219 * .047 .148
被影響性 .073 .185 * -.172 .260 **

他者指向的反応 .316 ** .479 ** -.199 *
想像性 .215 * .068

視点取得 -.242 **

情緒的
　依存欲求

道具的
　依存欲求

解離体験 被影響性
他者
　指向的反応

視点取得
自己
　指向的反応

主体性
　　　喪失

潜在能力
　　　　解放

催眠態度 自己効力感 想像性

多次元共感性尺度
催眠状態イメージ

　　　　　　　　質問紙
催眠態度
　　　　尺度

特性的
自己効力感尺度

対人依存欲求尺度
解離性体験
　　　 尺度-Ⅱ

【生理／情動・動機づけ】
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ハムスターの空間探索における幾何学情報および

垂直次元情報の利用の検討 
 

○別役透１２・藤田和生１ 

（１京都大学大学院文学研究科・２日本学術振興会） 

 

キーワード ナビゲーション、垂直次元情報、幾何学情報、比較認知科学

目 的 

環境内の壁や物体がもたらす幾何学的形状 (geometric 
shape)は、空間探索における多様な手がかりの 1 つとして、

数多くの動物種が利用できることが知られている(Cheng& 
Newcombe, 2005)。空間手がかり利用に関する先行研究は、

そのほとんどが２次元平面上の場面を想定しており、実環

境に多分に含まれる垂直次元の情報との関連については知

見が少ない。唯一、ハトは地面の傾斜(slope)情報を幾何学

情報と同様に学習し、両者を競合させると傾斜情報を優先

して利用することが報告されている(Nardi& Bingman,2009)
が、こうした傾向の普遍性については未だ明らかでない。

本研究では、齧歯類のシリアンハムスター(Mesocricetus 
auratus)を対象とし、垂直次元情報(地面の段差)と幾何学情

報がともに手がかりとなる空間再定位課題において、彼ら

が垂直次元の情報を用いた空間探索を学習するかを検討し

た。後続して、垂直次元の情報を排除した平坦な装置を用

いて、幾何学情報のみを用いた探索ができるか検討した。

実験１：幾何学情報および段差情報の利用の検討 

【方法】 被験体：成体シリア

ンハムスター8 個体（雌雄各 4）。
装置（図１左）：白色プラ段製

長方形アリーナ(70×35×H30 cm)。
四隅に強化子提示用の容器を設

置した。床半面に高さ 1.6cmの

板を敷き、装置中央を境に高低

差を設けた。

手続き：四隅のうち、強化子の

あるゴール１か所を最初に訪れ

るよう被験体を訓練した。ゴール位置は被験体間でカウン

ターバランスをとった（HA/HB/LA/LB）。装置中央から被

験体を放し、いずれかのコーナーを訪れるか 1 分経過した

ら試行終了とした。装置内の嗅覚手がかり、装置外の視覚

手がかり、自身の反応手がかりを学習できないよう、試行

毎に装置内を清拭し装置を 90°回転させた。反応学習を予

防するため、投入時の頭の方向も毎回ランダムに変更した。

1 セッション辺り 12 試行実施し、2 セッション連続で 9 試

行以上成功した場合に学習成立と判断した（9 回成功の場

合、chance=1/4,trial=12 のbinomial testにおいてp<.05）。

【結果と考察】 8 個体中オス 1 個体が基準に達したが、

その後再び学習基準に達することはなく全体的に成績は不

安定であった。被験体を割り当てた正解コーナーの高低ご

とに分け（High 群/Low 群）、群間で幾何学情報・段差情

報の学習曲線を比較した（図２）。群×セッションの２要

因混合計画分散分析の結果、幾何学情報では主効果・交互

作用がみられず、両群とも成績が上昇しなかった。一方段

差情報では群の主効果（F(1,6)=155.59,p<.001）および交互

作用（F(10, 60)=2.43,p<.05）が有意であり、Low 群のみが

容易に学習した。すなわち、両群ともに段差を降下する行

動傾向が認められた。

  
実験２：幾何学情報のみの利用の検討

ハムスターがそもそも幾何学情報を学習できるのか確認

するため、平坦な装置で幾何学情報のみの利用を訓練した。

【方法】 被験体：別の成体 4 個体 （雌雄各 2）。

装置（図１右）・手続き：実験１と同じ白色プラ段製長方

形アリーナ。ただし、床は段差がなく平坦であった。正解

コーナーおよび対角コーナーを最初に訪れた回数の合計値

が 2 セッション連続で 10 試行以上の場合、幾何学情報の学

習が成立したと判断した（10 回成功の場合、chance=1/2,
trial=12 のbinomial testでp<.05）。その他の条件や手続きは

実験１と同じであった。

【結果と考察】 4 個体

中 3 個体が、3～16 セッ

ションで学習基準に達し

た。残る 1 個体は以降の

分析から除外した。成功

試行数の推移を実験１の

High 群/Low 群と比較す

ると（図３）、群の主効

果が有意であり(F(2,8)=
6.27,p<.05)、Low 群が High 群よりも成績が良かった。

幾何学情報のみは学習できたことから、降下反応をもた

らす段差情報が幾何学情報の利用に妨害的に影響した可能

性がある。こうした行動傾向が他の垂直次元情報でも認め

られるか検討するため、傾斜情報を付加した実験を新たに

開始した。実験装置を傾けた状態で同様の訓練を行った。

現在訓練を実施中であり、結果は当日報告する。
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図１.実験装置模式図（左：実験
１・右：実験２）。A/Bは幾何学
情報の２パターンを、H/Lは段
差情報の２パターン(High/Low)
をそれぞれ示す。

図２.左：幾何学情報利用の推移（正解および対角コーナー選択数の合計）。
右：段差情報利用の推移（正解および同じ高さのコーナー選択数の合計）。
いずれもchance=1/2。10/12でp<.05となる。縦軸は試行数、横軸はsession。

図３.実験１・実験２（Control）における
成功試行数の推移。
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１・右：実験２）。A/Bは幾何学
情報の２パターンを、H/Lは段
差情報の２パターン(High/Low)
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右：段差情報利用の推移（正解および同じ高さのコーナー選択数の合計）。
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イヌ、選択的信頼、物体選択課題

【背景と目的】 

社会的な動物が集団の中で適応的に生きるためには、他

者の行動の認識は非常に重要である。近年の研究から、イ

ヌは単にヒトの指差しに高い感受性を示すだけでなく、状

況に応じて柔軟に指差しへの反応を変化させることが報告

されている(Petter et al., 2009)。また、イヌは自身とは直接

インタラクションをしない第 3 者の行動観察に基づいて、

そのヒトの社会的特性を認識し、反応を柔軟に調整可能で

あることが報告されている(Kundy et al., 2011)。
高岡ら(2010)は、物体選択課題を用いてイヌがヒトの社

会的特性を認識する能力について検討してきた。この研究

では、イヌはヒトから欺かれた経験に基づいてその人物の

社会的特性を認識し、その人物への反応を柔軟に調整可能

であることが示唆された。

ヒトは幼い時期から、周囲のヒトを観察することで多く

のことを学習する。ただし子どもは全てのヒトへ等しく情

報を求めるのではなく、それぞれのヒトの過去の行動履歴

を参照して、より“信頼のおける”人物に対して選択的に

情報を求めることが知られている(Chow et al., 2009)。本実

験では、イヌもヒトの子どもと同様に、ヒトの行動の観察

に基づいてその人物の社会的特性を認識し、そのヒトへの

反応を柔軟に調整するか否かについて検討した。

【方法】 

【被験体】一般家庭でペットとして飼育されているイヌ

を被験体とした。様々な犬種のイヌを、高信頼性群は 16
頭、低信頼性群は 19 頭用いた。

【装置】蓋つきの透明の箱 2 つ、蓋つきの不透明の箱２

つ、箱に入れる陶器のポット１つ、各被験体の飼い主が持

参したイヌ用ビスケット等を用いた。

【手続き】

予備訓練(4 試行)では、イヌに蓋を開けた透明箱から食物

を得られることを学習させた。観察フェーズ(4 試行)では、

2 つの透明箱の 1 つに食物を入れ、蓋をした状態で 2 つを

離して床に置いた。イヌを離して 20 秒間は自由に箱を探索

させた後、高信頼性群の実験者は食物の入った箱の蓋を、

低信頼性群の実験者は空の箱の蓋を開ける様子をイヌに見

せた。どちらの実験者も蓋を開けたのみで中の食物はイヌ

に与えなかったが、実験者の合図で飼い主が箱の中の食物

をイヌに与えた。テストフェーズは 2 つのテストから構成

された。1 つ目は不透明箱を用い、2 つ目は透明箱を用いた

物体選択課題であった(各 2 試行)。実験者はどちらのテス

トにおいても食物のある箱へ指差しを行い、イヌが指差さ

れた箱を正しく選択するかどうかを観察した。

【結果の予測】観察フェーズの経験に基づき、イヌが高信

頼性群の実験者は“より信頼のおけるヒト”、低信頼性群

の実験者は“あまり信頼のおけないヒト”と異なる社会的

特性を認識しているのであれば、不透明箱のテストでは指

差しへの反応のしやすさに 2 群で違いが見られると予測し

た。ただし、透明箱のテストではイヌにとって正解が明ら

かなので 2 群の指差しへの反応には違いが見られないと予

測した。

【結果と考察】 

 2 試行ともに実験者の指差しに従った選択をした個体数

を、チャンスレベル 25％で二項検定を行った。高信頼性群

のイヌは不透明箱テストと透明箱テストの両方で 2 試行と

も指差しに従った個体数はチャンスレベルよりも有意に多

かった。しかし低信頼性群では、2 試行とも指差しに従っ

た個体数は不透明箱テストでのみチャンスレベルよりも有

意に多かった。

 透明箱テストでは箱の中の食物がイヌから観察可能であ

り、実験者はその箱を指差していたので正解は明らかであ

った。そのため高信頼性群と低信頼性群の多くのイヌが 2
試行とも指差しに従った選択をしていたと考えられる。し

かし不透明箱テストはイヌから中身が見えず、イヌは実験

者の指差しを手がかりとして利用する必要があった。実験

の結果、高信頼性群のイヌはよく指差しに従い、低信頼性

群のイヌはあまり指差しに従った選択を行わなかった。観

察フェーズの探索時間にイヌは食物の入った箱を開けよう

と試みたが、蓋を自力では開けることができなかった。そ

こで高信頼性群の実験者は食物の入った箱の蓋を開け、イ

ヌの期待にそった行動を取ったが、低信頼性群の実験者は

そのような行動を取らなかった。ただしどちらの場合もイ

ヌは実験者が蓋を開ける行動観察しただけであり、直接的

に食物で強化は受けていない。この観察経験に基づき、イ

ヌがヒトの社会的特性を認識し、直後の物体選択課題にお

ける実験者の指差しへの反応を柔軟に調整したのではない

かと考えられる。

本実験の結果から、イヌはヒトの社会的なジェスチャー

に感受性が高く指差しをよく利用するだけではなく、ヒト

の行動観察を通してその人物の社会的特性を認識し、その

経験に基づいて自身の行動を柔軟に調整可能であることが

示唆された。 

（たかおか あきこ・ふじた かずお） 
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